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八

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

工
事
完
了
前
の
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
不
動
産
特
定

共
同
事
業
に
関
す
る
広
告
及
び
当
該
事
業
の
実
施
に
必

要
な
法
令
に
基
づ
く
処
分
と
し
て
、
津
波
防
護
施
設
区

域
内
の
土
地
に
お
け
る
施
設
の
新
築
の
許
可
等
の
処
分

を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
関
係
）

九

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

土
壌
汚
染
状
況
調
査
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
実
施

時
期
等
に
つ
い
て
管
理
者
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
土
地
と
し
て
、
津
波
防
護
施
設
区
域
内
の
土
地
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
関
係
）

一
〇

国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

国
立
大
学
法
人
を
国
と
み
な
し
て
そ
の
規
定
が
準
用

さ
れ
る
法
令
と
し
て
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
法
律
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
関
係
）

一
一

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
施
行

令
の
一
部
改
正
関
係

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
を
国
と
み

な
し
て
そ
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
法
令
と
し
て
、
津
波

防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
一
条
関
係
）

一
二

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

地
方
独
立
行
政
法
人
を
地
方
公
共
団
体
と
み
な
し
て

そ
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
法
令
と
し
て
、
津
波
防
災
地

域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
二
条
関
係
）

一
三

景
観
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

景
観
計
画
が
適
合
す
べ
き
公
共
施
設
の
整
備
又
は
管

理
に
関
す
る
方
針
又
は
計
画
と
し
て
、
推
進
計
画
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
関
係
）

一
四

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め

る
政
令
の
一
部
改
正
関
係

行
政
機
関
等
に
通
報
を
行
っ
た
際
に
労
働
者
が
保
護

さ
れ
る
公
益
通
報
の
対
象
と
な
る
事
実
が
規
定
さ
れ
て

い
る
法
令
と
し
て
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

法
律
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
四
条
関
係
）

一
五

こ
の
政
令
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
七
日
）
か

ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

第
百
五
十
二
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
及
び
一
又
は
二
以
上
の
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
法
人
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に

掲
げ
る
法
人
と
み
な
さ
れ
る
法
人
を
含
む
。）が
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
四
分
の
一
以
上

二
分
の
一
未
満
を
出
資
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
並
び
に
株
式
会
社
は
、
第
一
項
第
三
号
に
規

定
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
並
び
に
株
式
会
社
と
み
な
す
。

第
百
五
十
八
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

寄
附
金

第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
同
じ
。）」
及
び
「
第
二
項
に
規
定
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
下

に
「
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
の
認
定
を

受
け
た
者
」
を
、「
規
定
す
る
母
子
福
祉
団
体
」
の
下
に
「
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
の
認
定
を
受
け
た
者（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
母
子
福
祉
団
体
等
」と
い
う
。）」

を
加
え
、「
当
該
母
子
福
祉
団
体
」
を
「
当
該
母
子
福
祉
団
体
等
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
七
条
の
八
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
競
争
入
札
に
お
い
て
、
入
札
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記

録
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
入
札
事
務
の
公
正
か
つ
適
正

な
執
行
の
確
保
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
入
札
者
及
び
当
該
入
札
事
務
に
関
係
の
な
い
職
員
を
立
ち
会
わ

せ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

◇
水
防
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
水
防
活
動
を
定

め
る
政
令
（
政
令
第
四
二
八
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

水
防
法
第
三
二
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る

水
防
活
動
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
本
則
関
係
）

^

氾
濫
に
よ
り
浸
水
し
た
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
状

況
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
そ
の
他
の
撮
影
機
器
及
び
通
信

機
器
を
用
い
た
監
視
又
は
上
空
か
ら
の
監
視

_

氾
濫
に
よ
る
浸
水
の
量
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
そ
の
他

の
撮
影
機
器
及
び
通
信
機
器
を
用
い
た
観
測
又
は
上

空
か
ら
の
観
測

`

１
及
び
２
の
監
視
又
は
観
測
の
結
果
に
基
づ
く
氾

濫
に
よ
り
浸
水
す
る
区
域
及
び
時
期
又
は
氾
濫
に
よ

る
浸
水
の
量
の
予
測

a

人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
り
行
う
無
線
通
信
に
よ

る
通
信
の
確
保

b

堤
防
そ
の
他
の
施
設
が
決
壊
し
た
場
所
に
お
い
て

行
う
氾
濫
に
よ
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の

仮
締
切
の
作
業
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
作

業

２

こ
の
政
令
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
七
日
）
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
た
。

地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

政
令
第
四
百
十
号

地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
二
十
一
条
第
三
項
、
第
二
百
三
十
四
条
第
二

項
及
び
第
六
項
、
第
二
百
三
十
八
条
の
五
第
二
項
並
び
に
第
二
百
四
十
三
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
五
十
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
四
分
の
一
以
上
二
分
の
一
未

満
を
出
資
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
並
び
に
株
式
会
社
の
う
ち
条
例
で
定
め
る
も
の

第
百
五
十
二
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
者
の
た
め
に
そ

の
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額
の
債
務
を
負
担
し
て
い
る

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
並
び
に
株
式
会
社
」
を
「
次
に
掲
げ
る
法
人
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加

え
る
。

一

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
者
の
た
め
に
そ
の
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
二
分

の
一
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額
の
債
務
を
負
担
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
並
び
に
株
式
会
社

二

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
者
の
た
め
に
そ
の
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
四
分

の
一
に
相
当
す
る
額
以
上
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
未
満
の
額
の
債
務
を
負
担
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一

般
財
団
法
人
並
び
に
株
式
会
社
の
う
ち
条
例
で
定
め
る
も
の
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